
第６期美幌町総合計画 基本構想フレーム（骨子）

」「人が中心のまちづくり」など全体的に「人（づくり） 多い。
・中でも く、次世代・未来へつながるまちづくり、夢が持てるまちづくりを望む声が多い。
・人のつながり 高齢者の孤独の解消」「集いの場」「縦割りの解消」「コミュニケーション
・美幌の独自性 （がある位に）」など）」

＜指標の設定＞ ○将来の人口などを設定

＜基本目標＞ ○将来像に向けて取り組んでいくための「５つの方針」を設定。今回は「漢字１文字」も設定。

基本目標１     人を創り、 ちづくり

基本目標２     自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

基本目標３     まちづくり

基本目標４     住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

基本目標５     夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

＜施策の大綱＞ ○「基本目標」を柱に、基本計画の施策を位置づけた「大綱」を示す。

＜総合計画の趣旨＞ 「総合計画とは」「総合計画

＜美幌町の概要＞   ○沿革  ○現状（人口や世帯、産業など） などを記載

＜美幌町を取り巻く環境＞ ○美幌町を取り巻く世の中（国内外）の現状と、そこから生まれる課題を掲載
■人口減少の進展→定住・移住の取り組み  ■少子高齢化の進展→ニーズに合った環境整備
■情報・交通網の拡大、国際化の進展→各地域での対応、地域活性化への活用  
■地方自治への期待→コミュニティや自治体での自治の推進

＜美幌町の課題＞ ※町全体の課題：まちづくり会議の協議結果、アンケート結果等をもとに設定。
１ まちづくり

比べて「 」や「友人・知人が少ないから
より一体的に向上させ、日常生活や子育てが楽しめるまちづくりを進めていくことが必要。

２
で85 72.4％、中高生の65.1％（「 ても戻っ

てきたい」も含む）が「定住意向」
映されるまちをめざすことが必要。

３ 、より高めることで、 結びつける
自然災害の少なさ、交通の要衝

ことが必要。（農業の安定や付加価値向上、観

４ 楽しめるまちづくり

５ まちづくりを支える人を増やし、効果が発揮されるようにすることで、マンパワーを高める
スポーツや文化活動、福祉活動 が

６

題を一緒に解決していく場面が数多くみられるようにしていくことが必要。
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[将来像] ひとがつながる、みらいへつなげる ここにしかないまち びほろ
ひとがつながる ：人のつながりやつながることを大事にする。
みらいへつなげる：課題を解決しながら、次代に町を継承する。持続可能なまちづくりを進めていく。
ここにしかない ことがある、ここが好き、ここが自慢、

こんなすごい人がいる、という誇りがある

※そのほかの候補 「人が中心、ずっと住みたい 美幌町」 「みんなの 元気あふれる 美幌町」


